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症例報告 　　術後化学療法が奏効した
Ovarian　angiosarcomaの1例
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　　　　　　　は　じ　め　に
　今回我々は，手術後に残存腫瘍があった皿c期
の卵巣原発Angiosarcomaに対し，　Docetaxel＋
Carboplatin併用療法を施行し奏効した症例を経
験したので報告する．
　　　　　　　症　　　　　例
【患　者】69歳　3畑江3経産．
【主　訴】下腹部腫瘤感
【既往歴】完全房室ブロック．自己免疫性肝炎．
【家族歴】特記すべきことなし．
【現病歴】平成16年5月13日　下腹部腫瘤感自覚
し当院消化器内科を受診．CT上骨盤内充実性腫
瘍を指摘され，当科紹介となった．経腔超音波に
て12．9x11．6cmを超える充実性腫瘍を認めたため，
CT所見とあわせて卵巣悪性腫瘍と診断した．
【入院時血液検査】CA125：742U／mlと上昇し，
LDH：4711U／1と軽度上昇を認めた．貧血や腎機
能障害は認めなかった．
【腹部CT検査】腹腔内に辺縁不整で内部不均一
な最大径18cmとなる充実性腫瘍を認め，腫瘍壁
及び内部にenhanceを認めた．リンパ節腫脹，肝
及び肺への転移は認めなかった（図1）．
【手術所見】平成16年5月24日　子宮付属器悪性
腫瘍手術を施行．腫瘍は両側性であり左704g，
右195gであった．左卵巣はS状結腸大網，ダグ
ラス窩に癒着し，右卵巣は虫垂及び尿管周囲の腹
膜に癒着していた．また腫瘍は子宮とも癒着して
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図1　腹部造影CT
おり，両側付属器摘出と共に子宮全摘出術を施行
した．腫瘍組織は脆弱なため一括での摘出は困難
であり，右尿管周囲組織とS状結腸表面に病巣が
残存した．進行期：T3cNxMO．
【摘出物肉眼所見】子宮と左卵巣腫瘍の一部が一
塊として摘出された．左卵巣腫瘍は脆弱なため細
断されての摘出となった（図2）．
【病i理所見】組織全体はsarcomaの特徴を呈して
おり，その成分の中に異型血管が密に増生し，拡
大像では血管内皮細胞が乳頭状に血管腔内に突出
するなどの特徴を呈することからangiosarcoma
との診断となった（図3）．
【術後経過】平成16年6月9日（術後16日目）
docetaxel：70mg／body（60mg／㎡），　carboplatin：
350mg／body（AUC4）によるDJ療法を開始し
た．月1回の投与を5クール施行したところCA
125の正常化とともに超音波検査にて残存病変の
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　　図2　摘出物肉眼所見
図3　病理所見
　　　上：HE染色10倍下：HE染色40倍
消失を認めた．平成17年2月15日　同レジメンで
3ヶ月に1度のCyclic　chemo七herapyを4クール
施行．その間も著変を認めず，平成20年11月現在
も外来にてフォロー中だが再発の兆候は認めてい
ない．
　　　　　　考　　　　　察
　骨・軟部組織由来などを含めたSarcoma全体
のうちで，angiosarcomaの割合は2％と少ない．
angiosarcomaは頭頚部など日光曝露の多い部位
に好発することが多く，卵巣由来は筆者が調べた
ところ英字文献報告23例と極めて稀である．
ovarian　angiosarcomaの多くは純粋な肉腫成分
のみだが，皮様嚢腫や他の上皮性腫瘍と併存して
いる報告もある1）2）．Stage皿～IVでの予後は2
～30ヶ月と極めて不良であり，これまで本疾患に
は主にMAID療法が用いられているが，その奏効
率は32％と報告されている3）．
　他の組織由来のangiosarcomaに対する化学
療法の報告を以下に参考として提示する．皮膚
及び骨のangiosarcoma125例中手術後も残存
病変のある症例で，doxorubicinで3、7～5．4ヶ月，
paclitaxelで6．8ヶ月の無再生期間を得たとの
報告4）や，皮膚Angiosarcoma　9例にweekly
Docetaxelを25mg／㎡で施行したところ6例に奏
効したとの報告5）があった．またNCCN　guideline
2008では軟部組織angiosarcomaの第1選択薬に
PaclitaxelとDocetaxelが記載されており，タキ
サン系薬剤の使用が推奨されている6）．
　　　　　　結　　　　　語
　卵巣原発のangiosarcomaという極めてまれで
従来予後不良な疾患を経験したが，タキサン系薬
剤を含む化学療法によって予後の改善に寄与する
可能性が示唆された．
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